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第 ３ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

令和３年６月29日(火曜日) 

            午前９時58分開議 

午前10時18分休憩 

午前10時21分開議   

午前11時27分休憩 

午前11時29分開議 

午前11時50分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第６号) 

議案第10号 財産の取得について 

議案第11号 財産の取得について 

議案第18号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

報告第１号 令和２年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてのう

ち  

報告第３号 令和２年度熊本県一般会計事

故繰越し繰越計算書の報告についてのう

ち 

報告第９号 専決処分の報告について 

報告第12号 家庭教育支援の推進に関する 

 施策の報告について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

  ――――――――――――――― 

出 席 委 員（８人） 

        委 員 長 吉 田 孝 平 

        副委員長 中 村 亮 彦 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 田 代 国 広 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 岩 本 浩 治 

        委  員 岩 田 智 子 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 古 閑 陽 一 

教育理事 野 尾 晴一郎 

教育総務局長 西 尾 浩 明 

県立学校教育局長 岩 本 修 一 

市町村教育局長 古 田   亮 

教育政策課長 井 藤 和 哉 

学校人事課長 磯 谷 重 和 

文化課長 宮 﨑 公 一 

施設課長 東   敬 二 

高校教育課長 重 岡 忠 希 

特別支援教育課長 牛 野 忠 男 

学校安全・安心推進課長 野 崎 康 司 

体育保健課長 平 江 公 一 

義務教育課長 竹 中 千 尋 

社会教育課長 須 惠 勝 幸 

人権同和教育課長 井 上 大 介 

警察本部 

本部長 岸 田 憲 夫 

警務部長 植 田 有 佐 

生活安全部長 山 川   潔 

刑事部長 開 田 哲 生 

交通部長 平 木 敏 史 

警備部長 濱 田 聡 朗 

首席監察官 林   秀 典 

参事官兼警務課長 松 永   透 

理事官兼会計課長 田 中 弘 哉 

参事官 

兼生活安全企画課長 二子石 和 浩 

参事官兼地域課長 江 藤 真 吾 

参事官兼刑事企画課長 國 生 徹 哉 

参事官(組織犯罪対策） 松 見 恵一郎 
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参事官兼交通企画課長 村 上 敏 幸 

参事官(運転免許） 金 子 慎 一 

参事官兼警備第一課長 荒 木 和 郎 

参事官兼総務課長 西 村   博 

理事官兼交通規制課長 内 田 義 朗 

参事官 

  (災害・警備対策）  小 川 光一郎 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 宗 像 克 彦 

     政務調査課主幹 内 布 志保美 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○吉田孝平委員長 ただいまから第３回教育

警察常任委員会を開会いたします。 

 本委員会に付託された議案等を議題とし、

これについて審査を行います。 

 今回、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、３密を防ぐため、警察本部を前半に、教

育委員会を後半に、入れ替えて審議を行うこ

ととしました。 

 まず、付託議案等について執行部の説明を

求めた後に、一括して質疑を受けたいと思い

ます。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔に行ってくださ

い。 

 それでは、岸田本部長から総括説明を、続

いて、担当課長から資料に従い順次説明をお

願いします。 

 初めに、岸田本部長。 

 

○岸田警察本部長 委員の皆様方におかれま

しては、平素から警察行政の各般にわたり、

御支援、御協力をいただいているところであ

り、この場をお借りし、心から御礼を申し上

げます。 

 それでは、今回、県警察から提案しており

ます３件の議案等につきまして、概要を御説

明いたします。 

 まず、予算関係でございます。 

 議案第１号、令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第６号)については、令和４年度に事

業完了予定である第４回アジア・太平洋水サ

ミット宿泊手配等業務委託等について、債務

負担行為の設定をお願いするものでございま

す。 

 報告第１号、令和２年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告については、警察

施設維持管理費等のうち、計画、設計の諸条

件の変更等により、年度内の支払いが困難と

なったため、繰り越したものを報告するもの

でございます。 

 最後に、報告第９号は、専決処分させてい

ただきました２件の交通事故の和解及び損害

賠償額の決定についての報告でございます。 

 詳細につきましては、それぞれ担当者から

説明させますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○吉田孝平委員長 次に、担当課長から説明

をお願いします。 

 

○田中会計課長 会計課でございます。 

 予算関係議案につきまして、お手元の資料

で説明させていただきます。 

 資料の１ページをお願いいたします。 

 議案第１号、令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第６号)の債務負担行為補正でござい

ます。 

 警察関係業務につきまして、49万4,000円

の増額変更をお願いしており、補正後の限度

額は、16億3,767万円となります。 

 これは、説明欄に記載しておりますとお

り、令和４年４月に熊本市で行われる予定の

第４回アジア・太平洋水サミット警備に係る

期間中の各部隊の宿泊施設の調査、予約等の

作業を業務委託するものでございます。 

 次に、情報処理関連業務では、7,730万

6,000円の増額変更をお願いしており、補正
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後の限度額は、１億8,805万6,000円となりま

す。 

 これは、令和４年度施行予定の道路交通法

の一部改正に伴い、高齢者講習等支援システ

ム及び運転者管理システムの改修作業を業務

委託するものでございます。 

 いずれも業務の完了に相当な期間を要しま

すことから、早期に着手する必要があるた

め、６月補正予算で債務負担行為を設定する

ものでございます。 

 続きまして、２ページをお願いいたしま

す。 

 報告第１号、令和２年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてでござい

ます。 

 まず、１段目の事業名の欄、警察施設維持

管理費で6,182万円余りを翌年度へ繰り越し

ておりますが、これは、警察棟を含む県庁舎

の熱源機器更新工事等に係るものでございま

す。 

 次に、２段目の警察施設整備費(単独事業)

の翌年度繰越額は5,135万円余りでございま

すが、これは、水俣警察署の外壁改修工事等

に係るものでございます。 

 ３段目の警察施設感染症対策事業費の翌年

度繰越額2,500万円は、山鹿警察署の新型コ

ロナウイルス感染症防止対策のための留置施

設改修工事に係るものでございます。 

 前後しますが、１段飛ばしまして５段目の

交通指導取締・事故捜査費の翌年度繰越額

2,677万円余りは、速度違反自動取締り装置

の撤去工事に係るものでございます。 

 これら４つの事業の繰越理由につきまして

は、豪雨災害の影響等で事業の計画や設計に

変更が生じたことにより、年度内の完了が困

難となったためでございます。 

 次に、４段目の警察活動感染症対策事業費

の翌年度繰越額は2,081万円余りでございま

すが、これは、新型コロナウイルス感染症防

止対策資機材の購入について、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用

するため、さきの２月補正予算で予算措置し

た経費であり、令和２年度中の資材の調達が

困難であったものでございます。 

 以上、警察費で合計１億8,578万円余りを

繰り越して事業を実施するものでございま

す。 

 最後に、事業名の欄、交通安全施設災害復

旧費の翌年度繰越額5,248万円余りは、令和

２年７月豪雨災害により被災した交通信号機

等の復旧工事に係るものであり、令和２年度

中に設計委託を完了しており、令和３年度に

予算を繰り越して工事を実施するものでござ

います。 

 予算関係議案は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○林首席監察官 監察課でございます。 

 報告第９号の専決処分について御報告をさ

せていただきます。 

 資料は、３ページ、４ページを御覧くださ

い。 

 令和２年12月から令和３年２月にかけまし

て発生した本県警察職員が運転する公用車に

よる２件の交通事故に関し、事故の相手方と

熊本県の間で損害賠償の額が決定し、和解が

成立しましたので、報告させていただきま

す。 

 事故の概要につきましては、４ページの資

料のとおりでありますが、２件の交通事故の

いずれもが県側の過失が大きく、特に番号１

の事故は、信号停車中の相手方車両に追突す

るなど、県の過失が10割の事故であり、県側

から資料のとおりの賠償額を支払い、和解が

成立いたしました。 

 なお、賠償につきましては、加入しており

ます任意保険を使用して全額支払い済みでご

ざいます。 

 損害賠償が発生した２件の事故につきまし

ては、運転者または同乗者の不注意による事
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故であり、職員への指導をさらに徹底し、公

用車の交通事故防止に努めてまいります。 

 以上でございます。 

 

○吉田孝平委員長 以上で警察本部の説明が

終わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をお願いします。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○田代国広委員 確認をしておきたいと思い

ます。 

 今回、繰越額が幾つか出ておりますが、当

然、今年度内での着工、事業の終了ができる

と思いますが、その点についていかがでしょ

うか。 

 

○田中会計課長 委員御指摘のとおり、事業

につきましては、今年度完了の予定で進めて

おります。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○坂田孝志委員 細か話ばってん、１ページ

のアジア・太平洋水サミット、これは、令和

４年の４月にあって、終えるわけですね。そ

の令和５年度の予算というのは、どういう意

味ですか。 

 

○田中会計課長 委員御指摘のこの警察関係

業務につきましては、まず、補正前の段階で

は、この水サミット手配業務以外の上天草警

察署新築工事等３つの事業につきまして、補

正前に、令和４年度、５年度、それぞれ債務

負担行為を設定しておりました。 

 今回、この水サミットの手配業務につきま

して、49万4,000円の増額変更をお願いして

おりますが、それは、上の段の令和４年度の

部分の補正前、補正後を見ていただきます

と、この差額が49万4,000円でございます。

今回の増額変更は、あくまで水サミット手配

業務につきまして増額変更をお願いするとい

うことで、資料にはこのサミットの業務しか

出ておりませんが、補正前に、今言いました

とおり、上天草警察署新築工事等、これは令

和６年度までの事業を見込んでおりますの

で、４年度、それから５年度にそれぞれ債務

負担行為を設定しているものでございます。 

 

○坂田孝志委員 そうでしょうね。ただ、何

でかなと思って。上天草署のがあったんです

ね。これは書いときゃいいのにな、分かりや

すいように。 

 了解しました。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○前田憲秀委員 ２ページの警察活動費、警

察活動感染症対策事業費ということで、先ほ

ど地方創生臨時交付金という御説明があった

んですけれども、この感染症対策というの

は、ざっくりでいいんですけれども、どんな

ふうに使われているのか、教えてもらってい

いですか。 

 

○田中会計課長 まず、警察署におきます消

毒液の配置、それから感染症を疑われる者に

対するときのタイベックスーツなどの資機材

の購入、それから、この留置人と係員が接触

しないように個室化を図っている工事、主に

これらの事業でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 実は、先週、久々に飲酒検問に出くわしま

して、私は助手席だったんですけれども、運



第３回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和３年６月29日) 

 - 5 - 

転者はもちろんマスクして運転しているもの

ですから、マスクは取っていいんですかと言

ったら、検知をする人が、こうやって吹いて

くださいと、自分もされるわけですよね。そ

して、普通どおり検査器をするんですけれど

も、今までの検査だと、臭いも嗅いだりとか

いろいろあって、そこら辺の、私は心配して

言っているんですけれども、警察官のリスク

みたいなのは周知はされているんですかね。

どなたに聞けばいいかあれなんですけれど

も、関連して。 

 

○平木交通部長 コロナ感染防止対策という

ことで、そういう今までのやり方とは違っ

て、感染防止対策としての指導、教養は、警

察官個々に対しては実際実施をしておりま

す。 

 飲酒検知器、簡易に測る道具等の消毒等の

やり方、これも、どうしてもアルコールの検

知なものですから、違う素材を使っての対策

であったりとか、あと警察官が感染しないよ

うな具体的な指導、教養というのも併せてや

っているところでございます。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 コロナが蔓延する中で、通常の業務、取締

りも大変な状況じゃないかなと感じたもので

すからお尋ねをしたんですけれども、やっぱ

り検知器も、アルコールを検知するから、ア

ルコールで消毒するわけにはいかないわけで

すよね。そこら辺も徹底されているというこ

とだったので、署員の方でも何名かやっぱり

感染したという御報告もいただいています

し、今収束な状況ではありますけれども、そ

こら辺は本当に注意をして、もし陽性者のド

ライバーがいたら、今デルタ株なんていうの

は確実に感染するんじゃないかという想像も

できますし、そこら辺の注意はくれぐれもや

って、きちんと取締りもやっていただきたい

と思います。要望でございます。 

 

○吉田孝平委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○髙木健次委員 １ページの議案第１号なん

ですけれども、先ほど坂田先生のほうからあ

りました第４回アジア・太平洋水サミットの

件なんですけれども、非常に、22年度、23年

度ですかね、ちょっとこれは延期になって持

ち越している事業だと思うんですけれども、

49か国が参加ということで、首脳あるいは皇

室、大臣級、非常に、何といいますか、各国

のそういうクラスが出席をされるということ

で、警備も非常に大がかりな、ハイレベルな

警備になろうかというふうに思いますが、こ

のために、やっぱり日本全国から警備のため

に警察官が熊本に集合して警備に当たるとい

うことだろうと思うんですけれども、全国か

ら熊本に何人ぐらい警備の方が来られて警備

に当たられるのか。２日間ですから、相当や

っぱり時間的にも２日、３日、４日とかかる

んじゃないのかなという感じがしますけれど

も、よかったらその辺の概要を含めて説明を

していただけるならばと思います。 

 

○濱田警備部長 委員の御指摘のとおり、ア

ジア・太平洋地域の49か国の政府首脳、水資

源に関係する国際機関の代表等のハイレベル

の参加者が集まるということですけれども、

会議の詳細な日程等がまだ判明しておりませ

ん。どこの国が来るのか、また、コロナ感染

の収束も見据えて、人がどれぐらい集まるの

かというところがまだ見通せていない状況で

すので、それを勘案すると、現時点では体制

的に何人ということをちょっと申し上げるこ

とができないというふうな状況にあります。 

 御指摘のとおり、相当な数の警備の人数が

必要かとは思いますので、会議の平穏な開催

に向けて、警備対策に万全を期してまいりた
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いというふうに考えております。 

 

○髙木健次委員 分かりました。 

 今の時点では、なかなかまだ概要というの

は分からないということでしょうけれども、

大変コロナ禍の中で、これがどういうふうに

また展開するのかも分からない状況というこ

とですので、ただ、やっぱり今からいろいろ

な計画を立てていかれると思いますけれど

も、よろしくお願いしておきたいと。 

 もう１ついいですか、委員長。 

 

○吉田孝平委員長 はい。 

 

○髙木健次委員 報告第９号なんですけれど

も、交通事故が２件あっていますよね。先ほ

ど説明で、また指導、監督にしっかり当たっ

ていくということでありますが、この２つの

事故は、追突と後方確認不足ですかね。交通

安全のイロハのイといいますか、一丁目１番

地の部分が非常に何か緩んでいるというか、

その辺を非常に――まあほとんど100％こち

らが悪いと、90％という事故ですから、非常

にハードな、また特殊な勤務に当たっておら

れるパトカーの運転というのは、いろいろな

事情もあると思いますけれども、やっぱりこ

の辺は、県民の命を守るという観点からすれ

ば、しっかりこれは一番にやっぱり考えるべ

きことだろうというふうに思っておりますの

で、この辺もしっかり、先ほど説明いただき

ましたけれども、さらに緊張感を持って取り

組んでいただけるならばというふうに思いま

すので、その辺をもう一度、よかったら。 

 

○林首席監察官 ただいま委員御指摘のとお

り、最近発生しております公用車の交通事故

につきましては、県側の責任が大変重い事故

が多うございまして、少しの注意を払えば防

ぐことができる事故が大変多いというふうに

私も認識しております。 

 そのような観点から、事故発生を受けまし

て、事故の当事者ですとか各所属で安全運転

管理を担当している副署長などの招致指導を

行ったり、朝礼ですとか各種会議の機会を利

用した指導、教養や意識の徹底、さらには、

各所属における運転訓練や事故状況を踏まえ

た検討会を実施させるなどして、できるだけ

不注意による事故を防止するための活動を徹

底させているところでございます。さらに緊

張感を持って事故防止に努めてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 よろしくお願いしておきま

す。 

以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで警察本部に係る質疑を終

了します。 

 それでは、説明員の入替えのため、ここで

５分間休憩いたします。 

  午前10時18分休憩 

――――――――――――――― 

  午前10時21分開議 

○吉田孝平委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 まず、付託議案等について執行部の説明を

求めた後、一括して質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔に行ってくださ

い。 

 それでは、古閑教育長から総括説明を、続

いて、担当課長から資料に従い順次説明をお

願いします。 

 初めに、古閑教育長。 
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○古閑教育長 委員の皆様方には、日頃から

教育行政全般にわたりまして、深い御理解と

御支援をいただいており、厚く御礼を申し上

げます。 

 今回提案しております教育委員会関係議案

の概要について御説明をいたします。 

 今回提出しておりますのは、予算関係１議

案、条例等関係３議案、報告３件でございま

す。 

 まず、６月補正予算ですが、教育委員会総

額で１億3,631万円余の増額補正をお願いし

ております。 

 主な内容としましては、県立学校における

新型コロナウイルス感染症対策等に要する経

費及び感染症の影響により修学旅行を延期し

た場合等に発生する追加費用に対する支援等

でございます。 

 次に、条例等議案ですが、教育用端末等に

係る財産の取得外２議案について提案してお

ります。 

 最後に、報告関係として、令和２年度熊本

県一般会計繰越明許費繰越計算書の報告外２

件について御報告させていただきます。 

 以上が今回提出しております議案等の概要

でございます。詳細につきましては、関係課

長が説明いたしますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 

○吉田孝平委員長 次に、担当課長から説明

をお願いします。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 説明資料の２ページ上段をお願いします。 

 特別支援学校費でございますが、1,360万

円を計上しております。 

 右側の説明欄１、学校運営費の(1)県立学

校感染症対策等の学校教育活動継続支援事業

でございますが、これは、各県立学校の希望

を踏まえ、学校教育活動を円滑に継続するた

めのコロナ対策のための物品の整備やコロナ

対策等に資する教職員研修等を行うための経

費でございます。 

 令和２年度２月に増額補正を行いました

が、その際に示されていなかった国の補助上

限額までの差額等を計上するものでございま

す。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○東施設課長 施設課でございます。 

 説明資料の２ページ下段をお願いいたしま

す。 

 学校建設費でございますが、1,514万円を

計上しております。 

 右側の説明欄１の県立高等学校施設整備費

でございますが、これは、山都町の道の駅整

備事業に伴い、矢部高校のトラクター練習場

等の用地を売却したため、同校の敷地内に代

替整備を行うものでございます。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○重岡高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 説明資料の３ページをお願いします。 

 教育指導費でございますが、１億757万

4,000円を計上しております。 

 右側の説明欄１、指導行政事務費の(1)県

立学校修学旅行支援事業でございますが、県

立学校において、新型コロナウイルス感染症

の影響により修学旅行を延期した場合等に発

生する追加費用の支援に要する経費を計上す

るものでございます。 

 次に、(2)の授業目的公衆送信補償金制度

事業でございますが、学校からのインターネ

ット配信等における著作物利用の許諾を学校

設置者が一括して得るための補償金を計上す

るものでございます。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく
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お願いいたします。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 説明資料４ページをお願いいたします。 

 繰越明許費繰越計算書について御説明しま

す。 

 １段目、教育総務費の熊本県教育情報化推

進事業費でございますが、これは、令和２年

度２月補正で計上した事業であり、県立高校

の１人１台端末等の調達に日数を要するな

ど、年度内の執行が困難となったため、27億

7,258万5,000円を繰り越したものでございま

す。 

 次に、２段目の教職員研修システム改修事

業費でございますが、こちらも令和２年度２

月補正で計上した事業であり、教育センター

における教職員研修のウェブ申込みシステム

について、システム改修に日数を要するな

ど、年度内の執行が困難となったため、528

万円を繰り越したものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 説明資料の４ページ下段をお願いします。 

 １段目の中学校費、２段目の高等学校費、

３段目の特別支援学校費の感染症対策事業費

につきまして、教職員の旅費や感染症対策の

経費等について、修学旅行の延期や国の交付

決定時期等により年度内の執行が困難となっ

たため、総額１億9,047万円を繰り越したも

のでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

 

○宮﨑文化課長 文化課でございます。 

 説明資料の５ページをお願いいたします。 

 １段目の社会教育費、文化財保存整備事業

費でございますが、これは、万田坑、三井三

池炭鉱の保存整備に係る補助費について、令

和２年７月豪雨の影響により、入札参加業者

がおらず不調となった結果、年度内に十分な

工事期間が確保できず、年度内執行が困難と

なったため、345万1,000円を繰り越したもの

でございます。 

 次に、２段目の装飾古墳館施設感染症対策

事業費でございますが、これは、装飾古墳館

における新型コロナウイルス感染症対策につ

いて、国の第３次補正予算に伴う事業であ

り、年度内に十分な事業期間を確保できず、

年度内執行が困難となったため、141万円を

繰り越したものでございます。 

 次に、３段目の美術館施設感染症対策事業

費でございますが、これは、美術館本館にお

ける新型コロナウイルス感染症対策につい

て、国の第３次補正予算に伴う事業であり、

年度内に十分な事業期間を確保できず、年度

内執行が困難となったため、2,263万4,000円

を繰り越したものでございます。 

 次に、４段目の美術館本館施設改修事業費

でございますが、これは、美術館本館改修工

事について、新型コロナウイルス感染症の影

響により資材の調達が困難となり、年度内執

行が困難となったため、３億6,057万7,000円

を繰り越したものでございます。 

 次に、５段目の永青文庫推進事業費でござ

いますが、これは、美術館本館の永青文庫に

係る展示品制作費等について、国の第３次補

正予算に伴う事業であり、年度内に十分な事

業期間を確保できず、年度内執行が困難とな

ったため、592万2,000円を繰り越したもので

ございます。 

 最後に、６段目の教育災害復旧費の文化財

災害復旧費でございますが、これは、文化財

の災害復旧について、主に令和２年７月豪雨

の影響により、施工業者による人員の確保及

び資材確保が困難となり、工事施工に不測の

日数を要し、年度内執行が困難となったた
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め、２億8,796万1,000円を繰り越したもので

ございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○東施設課長 施設課でございます。 

 説明資料の６ページをお願いいたします。 

 １段目の高等学校校舎新・増改築事業費で

すが、これは、熊本工業高校実習棟改築工事

について、第２期工事の設計に当たり、工法

等の検討に時間を要し、年度内の執行が困難

となったため、２億283万5,600円を繰り越し

たものでございます。 

 次に、２段目から５段目にございます４事

業につきましては、設計作業や工事施工に不

測の日数を要し、年度内の執行が困難となっ

たものでございます。 

 ２段目の高等学校施設整備事業費でござい

ますが、これは、熊本北高校給水設備他改築

工事ほか39件について、20億3,675万8,000円

を繰り越したものでございます。 

 ３段目の県立学校防災機能強化事業費でご

ざいますが、これは、北稜高校体育館トイレ

工事ほか２件について、2,600万円を繰り越

したものでございます。 

 ４段目の特別支援学校施設整備事業費でご

ざいますが、これは、松橋西支援学校管理棟

トイレ改修工事ほか９件について、３億

5,278万4,636円を繰り越したものでございま

す。 

 ５段目の特別支援教育環境整備事業費でご

ざいますが、これは、天草支援学校高等部設

置工事ほか６件について、10億9,463万2,000

円を繰り越したものでございます。 

 次に、６段目の県立学校施設災害復旧費で

ございますが、これは、芦北高校災害復旧工

事ほか15件について、災害査定が令和２年末

から行われたため、設計や工事施工に係る工

期が確保できず、年度内の執行が困難となっ

たため、９億1,226万2,138円を繰り越したも

のでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○重岡高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 説明資料の７ページ上段をお願いいたしま

す。 

 １段目のデジタル化対応産業教育設備整備

事業費ですが、これは、国の補正予算(経済

対策)に係る交付決定までに日数を要し、年

度内執行が困難となったため、17億円を繰り

越したものでございます。 

 次に、２段目の県立高校産業教育設備災害

復旧費ですが、これは、建物復旧工事の延長

に伴う産業設備の納期延長により、年度内執

行が困難となったため、7,228万7,000円を繰

り越したものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○牛野特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 説明資料の７ページ、下段をお願いいたし

ます。 

 教育費の教育総務費ですが、これは、県立

学校ＩＣＴ環境整備事業費について、障害の

ある児童生徒が端末を操作する上で必要な入

出力支援装置と呼ばれる端末等の調達に日数

を要するなど、昨年度の執行が困難となった

ため、1,568万2,000円を繰り越したものでご

ざいます。 

 次に、災害復旧費の教育災害復旧費です

が、これは、特別支援学校災害復旧費につい

て、芦北高等学校内にあります芦北支援学校

佐敷分教室の復旧工事の工期延長に伴いまし

て、設備備品費等の年度内の執行が困難とな

ったため、112万2,820円を繰り越したもので

ございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし



第３回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和３年６月29日) 

 - 10 - 

ます。 

 

○須惠社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 説明資料の８ページをお願いします。 

 社会教育費の読書環境整備推進事業費です

が、これは、令和２年度２月補正予算におけ

る新型コロナウイルス感染症対策としての県

立図書館の図書購入費用であり、図書の調達

に日数を要したことにより、年度内の執行が

困難となったため、938万8,704円を繰り越し

たものでございます。 

 次に、教育災害復旧費の青少年教育施設災

害復旧費ですが、これは、令和２年７月豪雨

で被災したあしきた青少年の家ののり面復旧

工事について、設計等に不測の日数を要した

ことにより、年度内の執行が困難となったた

め、4,895万2,000円を繰り越したものでござ

います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 説明資料、９ページ上段をお願いします。 

 事故繰越し繰越計算書について御説明しま

す。 

 教育総務費の県立学校ＩＣＴ環境整備事業

費でございますが、これは、県立学校の校内

通信ネットワークの整備について、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で、作業員等の技術

者確保が難航するなど、工事の施工に不測の

日数を要し、年度内執行が困難となったた

め、４億4,862万6,240円を繰り越したもので

ございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○宮﨑文化課長 文化課でございます。 

 説明資料の９ページ下段をお願いします。 

 教育災害復旧費の文化財災害復旧費でござ

いますが、これは、文化財の災害復旧につい

て、令和２年７月豪雨の影響により、施工業

者による人員の確保及び資材の確保が困難と

なり、工事施工に不測の日数を要し、年度内

執行が困難となったため、3,720万6,000円を

繰り越したものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 説明資料、10ページをお願いします。 

 財産の取得について、２つの議案を提案し

ております。 

 見開きで、左側のページに議案の本文を掲

載しておりますが、本日は、右側の条例等議

案関係の概要に沿って説明させていただきま

す。 

 まず、11ページの第10号議案ですが、１の

取得理由は、県立高校のうち、既に先行実践

校として導入済みのところ以外に教育用端末

等を導入するものでございます。 

 ２の契約内容ですが、県北及び熊本市内の

県立高校の約半数、26校分で、主な機器とし

て、端末１万1,799台、大型提示装置350台を

導入します。 

 契約の相手方は、西部電気工業株式会社熊

本支社、納入期限は、令和３年12月28日、契

約金額は、13億1,702万8,350円、契約の方法

は、一般競争入札(ＷＴＯ)となっておりま

す。 

 ３のスケジュールですが、令和３年５月に

仮契約の締結を、本議会議決後の７月には本

契約の締結を予定しており、その後、９月に

端末を、12月に大型提示装置の導入を予定し

ております。 

 続いて、説明資料の13ページをお願いしま

す。 

 ２つ目の第11号議案ですが、１の取得理由
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及び３のスケジュールにつきましては、第10

号議案と同様ですので、説明は省略させてい

ただきます。 

 次に、２の契約内容ですが、県南及び熊本

市内の県立高校の約半数、24校分で、主な機

器として、端末１万1,762台、大型提示装置

291台を導入します。 

 契約の相手方は、株式会社レイメイ藤井、

納入期限は、令和３年12月28日、契約金額

は、12億6,047万6,800円、契約の方法は、一

般競争入札(ＷＴＯ)となっております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○重岡高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 説明資料の14ページをお願いします。 

 第18号議案は、熊本県育英資金に関して行

った知事の専決処分に関するものでございま

す。 

 14ページに記載しております１人の債務者

に対する訴えの提起に係る専決処分につい

て、本会議において報告し、承認をお願いす

るものでございます。 

 次の15ページの条例等関係議案(概要)を御

覧願います。 

 当課では、育英資金返還金の未収金対策の

一つとして、平成22年度から、長期滞納者に

対する法的措置として、支払い督促の申立て

を行っているところです。 

 支払い督促は、県が裁判所に申し立てて、

裁判所から債務者に対し奨学金の一括返還を

命じてもらうものです。 

 ２の専決処分の理由にありますように、支

払い督促に対し、１人の債務者から異議の申

立てがなされました。 

 異議の申立てがなされた場合、民事訴訟法

の規定により、支払い督促の申立てのときに

遡って訴えの提起があったものとみなされ、

訴訟に移行いたします。 

 県が訴えの提起を行うには、本来、地方自

治法の規定により県議会の承認をいただく必

要がございますが、債務者からの異議申立て

と同時に訴訟へ移行する案件について、議会

で御審議いただく時間がないことから、知事

の専決処分としております。 

 なお、債務者は、長期間にわたり電話催告

等に応じない方でしたが、裁判に出廷いただ

くことで、裁判所での話合いを行うことが可

能となります。 

 今回の異議申立ての中で、債務者は分割払

いの希望をされておられますので、裁判所で

の話合いにおいても、債務者の生活状況等を

十分に考慮しながら、分割納付等の相談に応

じていきたいと考えております。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○須惠社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 説明資料の16ページをお願いします。 

 報告第12号、家庭教育支援の推進に関する

施策の報告についてでございます。 

 くまもと家庭教育支援条例第11条の規定に

より、本年度の家庭教育を支援するための施

策を取りまとめ、御報告するものです。 

 16ページから21ページに、本年度の関係各

課の取組及び予算額を一覧にしております。 

 では、22ページをお願いします。 

 くまもと家庭教育支援条例に基づく令和３

年度の家庭教育支援に関する施策の報告につ

いて、令和２年度の主な取組や成果と併せて

御説明いたします。 

 議案番号の記載がある四角囲みの下を御覧

ください。 

 条例が施行されました平成25年度に、くま

もと家庭教育支援条例関係課連絡会議を設置

し、現在、総務部、健康福祉部、環境生活

部、教育庁、警察本部の５部局で連携して、

本県の家庭教育支援に総合的、継続的に取り
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組んでおります。 

 まず、令和２年度の主な取組と成果につい

て御説明いたします。 

 昨年度は、５部局18課で68の施策に取り組

みました。 

 内訳について申しますと、(1)の条例第12

条に規定の親としての学びを支援する学習機

会の提供につきましては、５課６施策に取り

組みました。 

(2)の条例第13条に規定の親になるための

学びの推進につきましては、５課６施策に取

り組みました。 

(3)の条例第14条に規定の人材養成につき

ましては、７課14施策に取り組みました。 

 23ページを御覧ください。 

 (4)の条例第15条に規定の家庭、学校、地

域住民等の連携した活動の推進につきまして

は、７課13施策に取り組みました。 

(5)の条例第16条に規定の相談体制の整備

及び充実につきましては、７課で11施策に取

り組みました。 

(6)の条例第17条に規定の広報及び啓発に

つきましては、10課18施策に取り組みまし

た。 

 それでは、下段の四角枠囲み部分を御覧く

ださい。 

 令和２年度の成果について、総括して説明

いたします。 

 令和２年度は、コロナ禍により、保護者や

子供たちが家庭で過ごす時間が増えたことで

顕在化した家庭が抱える課題解決に向け、ニ

ューノーマル(新しい生活様式)を踏まえた新

たな学びと環境整備に取り組みました。 

 その成果として、２点申し上げます。 

 １点目は、コロナ禍における家庭の不安や

悩みに寄り添う家庭教育支援の充実です。 

 具体的に申しますと、保護者の不安に寄り

添う親の学び講座の実施や子育て電話相談、

子供の不安に寄り添う24時間子供ＳＯＳダイ

ヤルやスクールカウンセラーによる心のケ

ア、地域の学習教室等の取組が充実しまし

た。 

 24ページ上段を御覧ください。 

 ２点目は、コロナ禍における子供のいのち

(安全、安心)を守る学習機会、情報の提供で

す。 

 具体的に申しますと、ＳＮＳ上での子供の

非行や被害の防止を目的とした肥後っ子をま

もる保護者教室、高校生が産婦人科医や助産

師等から正しく性の知識を学ぶ講演等をオン

ライン併用で行い、取組が充実しました。 

 次に、令和３年度の主な施策について御説

明いたします。 

 本年度も、５部局18課で68の施策に取り組

んでまいります。 

 主な内容につきましては、条例に規定の施

策ごとに24ページから25ページに掲載してお

りますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、25ページの四角枠内を御覧くだ

さい。 

 令和３年度の取組について、推進上の課題

を踏まえて説明いたします。 

 本年度は、誰一人取り残すことのない熊本

型の届ける家庭教育支援を目指した家庭の実

情や多様性に応じた家庭教育の重要性のさら

なる啓発とコロナ禍における家庭教育を支援

する社会的機運の醸成に取り組みます。 

 推進上の課題を踏まえた取組として、２点

申し上げます。 

 １点目は、保護者の学ぶ機会の減少による

情報不足とつながりの希薄化への対応です。 

 具体的に申しますと、保護者の学ぶ機会の

減少や情報不足を解消するため、保護者所有

のタブレットやスマートフォンでの動画視聴

を通して学ぶ親の学びオンデマンド講座の普

及に取り組みます。 

 また、つながりの希薄化による子育ての孤

立化を防ぐため、親の学びオンライン講座や

子育て応援プロジェクト、ＳＮＳやホームペ

ージによる情報発信を行います。 
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 ２点目は、家庭の実情や多様性に応じたニ

ューノーマルを踏まえた学びへの対応です。 

 具体的に申しますと、子供たちの家庭での

情報端末利用拡大による生活習慣の乱れや心

身への影響、利用トラブルを防ぐ家庭でのル

ールづくり、日々高度化していく情報端末の

安全利用を学ぶ情報安全出前講座、非行や犯

罪被害防止のための肥後っ子をまもる保護者

教室等の普及に取り組んでまいります。 

 以上のとおり、本年度も、条例関係課５部

局18課を中心に、市町村と連携、協働して、

家庭に寄り添う支援の推進に取り組んでまい

ります。 

 報告は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○吉田孝平委員長 以上で教育委員会の説明

が終わりましたので、質疑を受けたいと思い

ます。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をお願いします。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○坂田孝志委員 繰越明許費ですが、４ペー

ジから。 

 コロナ禍あるいは７月豪雨、様々な外的要

因があったとはいえ、えらい繰越しが多いで

すな。 

教育政策課に、筆頭課に聞きます。これを

どう思われていますか。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 今回、繰越明許費繰越計算書、それから事

故繰りも含めて報告をさせていただいており

ますけれども、昨年度、特に経済対策等で、

１つは、国の補助が２月補正で計上するとい

うことで、期間が非常に短いということがあ

りまして、全額繰越しをやっているというよ

うな状況もございます。 

 あと、令和２年７月豪雨関係では、どうし

ても復旧に時間を要するというようなところ

と、併せて、その作業員、技術者等の確保が

なかなか難しいというような状況がございま

したので、今回、ちょっと繰越しということ

で上げさせていただいております。 

 あと、年間通してどうしても新型コロナウ

イルスの影響というのが大きく響いてきてお

りまして、その関係で今回これだけの件数の

繰越しという状況になっているものというふ

うに認識をしております。 

 

○坂田孝志委員 分からぬでもありません

が、端末とかシステムとか、それの改修に手

間取ったとか、あるいは、少し執行してある

ものもありますが、満額繰越しとか８割、９

割繰越しとかですね。やはり、子供たちが困

ると思うんですよね、いろいろ。やっぱりそ

こは、少しでも執行につながるよう努力して

いくことが大事なことじゃないのかなと感じ

ますが、いかがですか。 

 

○井藤教育政策課長 確かに、委員御指摘の

とおり、まずはその子供たちの教育環境とい

いますか、そこをいち早く整備をする、確保

していくということが重要であるというふう

に認識をしております。 

 先ほどもちょっと申し上げましたけれど

も、特にこの情報化の関係なんですが、こち

らについては、２月補正で国のほうが予算化

をしてきているというような状況があって、

本当はもう少し早めに整備ができればよかっ

たんですけれども、我々としても、できる限

り、国の活用できる予算については最大限に

活用しながら取組を進めていきたいというふ

うに思っておりますので、子供たちの教育環

境をいかに早く確保するかということを念頭
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に、しっかりと進めていきたいというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

 

○坂田孝志委員 国の第３次補正に伴う事業

とか書いてある部分もありますが、書いてな

いのがほとんどですからね。そういうのはし

っかり書いときゃいいですよ。経済対策のこ

とで予算がついたのが遅かったから繰り越さ

ざるを得なかったとかですね。２つ、３つし

か書いてないから。 

ほかのもいいですか、続けて。 

 

○吉田孝平委員長 はい。 

 

○坂田孝志委員 細かい話で恐縮ですが、資

料を最近配ってあるものだから、目を通すと

気になるんですが、11ページ、条例の項目に

なりますよね。ここの11ページと13ページ、

高校を約半数に分けてあるでしょう。２校違

いますよね、26と24。端末もそんなに変わら

ないが、この大型提示装置というのは何でこ

やん、２校しか違わないのに、60台も違うと

ですか。よっぽどの何かあるとかな。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 今回、こういった11ページと13ページで２

つに分けて入札を行っております。 

 まず、その原因でございますが、全国的に

ＩＣＴ機器の調達が進められている状況の中

で、どうしても一度に大量の端末とか大型提

示装置を調達しないといけないというような

状況がございました。そういった中で、入札

の不調不落を避けて、安定的に調達する必要

があるということで、今回２つに分けている

んですけれども、１つは、端末の台数という

のが非常に大きな影響といいますか、調達に

影響を与えまして、ある程度端末の台数を両

方同じぐらいの台数になるように分けており

ます。なので、例えば、11ページであれば、

端末が１万1,799台、13ページであれば、１

万1,762台ということで、ほぼ同じぐらいと

…… 

 

○坂田孝志委員 それはよかったい。 

 

○井藤教育政策課長 それで、学校数も26校

と24校と若干ずれておりますけれども、大型

提示装置については、既に学校の中で先行し

て過去に導入をしているところもございま

す。あったり、なかったりというのがある中

で、今回一律に各学校の台数を合わせると。

例えば、普通教室と特別教室に何台ずつとい

うような形で合わせたときに、どうしても差

が出てしまったというような状況でございま

す。 

 

○坂田孝志委員 じゃあ、後のほうが大型装

置を付けてあった学校が多かったと。 

 

○井藤教育政策課長 そういうことでござい

ます。 

 

○坂田孝志委員 そうさらっと言えばいいん

じゃないの。 

もういっちょ、いいですか。次のやつ、報

告もいいんですかね。 

 

○吉田孝平委員長 はい。 

 

○坂田孝志委員 この家庭教育、５部局68施

策ですかね。様々なことを取り組んでおられ

る姿はよく分かります。その労を多としたい

と思いますが、このゼロ予算というのはどう

いうことですかね。これは、予算は立てたけ

れども、執行しなかったとか、あるいは予算

そのものは立ててないで事業はできたとか、

ちょっとそこを教えていただけますかね。 
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○須惠社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 ただいまの予算についてですが、幾らの一

部とかいうような表現のところでございます

でしょうか。 

 

○坂田孝志委員 ゼロ予算。 

 

○須惠社会教育課長 これは、経費をかけな

いで事業をするという事業もございますの

で、ゼロ予算の中でも事業をやっているとい

うことでございます。 

 

○坂田孝志委員 それを見てみますと、34ペ

ージでも、啓発チラシを配布したり、ホーム

ページへ掲載したりとか、かかる予算もある

んじゃないですか、いろんな会議を開いたり

とか。そういうのは、全然経費はかからない

でできるんですか。いや、予算が必要なら、

それは必要額を上げたほうがいいんじゃない

かなと感じましてね。ちょっと説明してくだ

さい。 

 

○重岡高校教育課長 坂田委員御指摘の高校

教育課の部分で、県立高等学校の家庭課主任

を対象とした講習ですとか、県立高等学校の

進路指導主事を対象とした講習はゼロ予算と

しておりますが、オンラインで各学校の担当

者とつないで、そういった研修の内容が大体

できるということで、あえて予算を計上して

いないという状況でございます。 

 

○坂田孝志委員 なら、義務教育課はいます

か。 

 

○竹中義務教育課長 はい。 

 

○坂田孝志委員 啓発チラシを作るにはお金

が……それはただでできるの。34ページ。 

 

○竹中義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 こちら、既存の予算等、また、ホームペー

ジへの掲載を主にしておりますので、なかな

かその予算の確保というものが難しいわけで

ありますので、既に確保している予算で対応

しているものでございます。 

 

○坂田孝志委員 だったら、それは、予算は

予算として計上すべきでしょう。あるいは、

ほかの書き方みたいに、何とかの一部を流用

したとか。 

 やっぱり、事業を進める、活動するには、

費用は伴うわけでしょうから、そこら付近は

やっぱり必要額はちゃんと計上して、それに

見合う成果を出すというか――しませんと、

どうもそうやっているといろいろ無理が生じ

てくるんじゃないですか。教育長か野尾さん

か、そう思わぬか。 

 

○野尾教育理事 すみません、先生、このゼ

ロ予算という表記が非常に誤解を招いている

のは、おわびいたします。 

 おっしゃるとおりに、既存予算を活用して

いるのであれば、何とかの一部とか正しい表

記に今後改めたいと思います。 

 しかし、１つありますのが、既存の枠内、

枠内といいますか、人件費はかかっているん

ですけれども、特別に予算を取らずに、工夫

して、先ほど重岡が申しましたように、やる

ということもありますので、このゼロ予算と

いうところは、ちょっと申し訳ございません

が、次回以降、正しく表記を確認したいと思

います。申し訳ございません。 

 

○坂田孝志委員 それぞれの部、課で――警

察も入るんですかな、苦労して、いろいろ四

苦八苦しながらやっておられるでしょうか

ら、推察しますが、必要な予算は上げなが

ら、それぞれの担当課に無理が生じないよう
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にすべきであろうと、こう思います。 

 以上です。 

 

○須惠社会教育課長 坂田委員、御指摘あり

がとうございました。 

 関係課会議がございますので、18課のほう

にはしっかりと伝えながら、委員御指摘のこ

とをしっかりと予算の中に位置づけてまいり

たいと思います。ありがとうございました。 

 

○前田憲秀委員 私も、今坂田委員が言われ

たこの繰越明許について、もう一度確認をし

たいんですけれども、説明の中で、第３次補

正予算、２月の補正、もちろん年度末ぎりぎ

りに国から補正がどんと上がってくるわけで

すから、年度を越えるのはある意味しかるべ

き当然かなと思います。ただ、なかなかこの

文書に書いてある繰越しの理由だけではどう

しても分からないなというのもあるものです

から。 

もう１個だけ、６ページの施設課さんで、

例えばこの北稜高校体育館トイレ工事ほか２

件、2,600万というのが上から３段目にあり

ますけれども、これは、予算がついたのはい

つなんですか。 

 

○東施設課長 こちらは、令和２年９月補正

予算での計上となっております。 

 

○前田憲秀委員 ９月ということは、半年は

あったわけなんですけれども、満額繰越しと

いうことで、そういう精査もきちんとしない

といけないんじゃないかなという気もするん

ですよね。トイレ工事だから、とても困って

いるんじゃないかというふうにも想像もする

し、年度内の執行、不測の日数を要するだと

か時間を要しと、まあ分かるんですけれど

も、それぞれによってしっかり議論という

か、精査をしないといけないと思うんですけ

れども、そこはどうですか。 

 

○東施設課長 まずは、こちらの繰越しの理

由でございますけれども、先ほど先生御指摘

ございましたように、少し具体性を欠く書き

方になっておりますので、まずはこの書き方

になってしまったことをおわびしたいと思い

ます。 

 それから、御指摘いただきました上から３

段目の県立学校防災機能強化事業費でござい

ますけれども、若干補足説明をさせていただ

きますと、こちらは、県立学校施設の防災機

能の強化のために、災害時に避難所になりま

す体育館、それから体育館の周辺にトイレが

ないところに、そういう学校にトイレを整備

していくというものでございます。令和６年

度までに、11校でトイレの整備を行うという

事業になっております。 

 そういう防災関係の事業ではございますけ

れども、トイレというところで、そういう用

途を期待された整備でもございますので、子

供たちの学習環境、生活環境、こちらを整備

するというところでは、極力速やかに対応し

ていくことを努めてまいりたいと思います。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 恐らく、今御説明があったように、必要な

ところも図ったということもあるんですか

ね、期間的な日数がかかったというのは。 

 

○東施設課長 はい。 

 

○前田憲秀委員 ですよね。北稜高校がもう

修繕しないといけないからというので予算が

ついたんじゃなくて、予算がついて、どこを

まず優先的にやるかという、そういう日数も

かかったというふうに捉えていいんですか

ね。 

 

○東施設課長 はい、そうでございます。 
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○前田憲秀委員 分かりました。 

 今ぐらいの説明をいただくと、十分分かる

んですよ。これは、多分繰越しの理由には幾

つか例があって、ぽんぽんと入れられて――

それは失礼な言い方かもしれないけれども、

もう少しこの件に関しては、このことです

ね、９月に補正上げたけれども、募集期間も

ありましたとか、何か一言あると、もう少し

審議、議論がしやすくなるんじゃないかなと

感じますので、先ほどから言われているのと

一緒に、この表示に関しては、ぜひ検討して

いただきたいというのを要望させていただき

ます。 

 

○野尾教育理事 予算のこの繰越しのところ

は、分かりやすく、しっかりと来年度以降は

したいと思いますが、１点だけ御理解いただ

きたいのが、昨年度は、コロナの影響で肉づ

け予算が９月に回って、それから執行せざる

を得ないというような特殊事情もありまし

た。ですから、通常は、当初予算で３月末に

成立して４月から走れるんですが、昨年は、

ちょっと肉づけ等の関係で若干事業期間が半

年間削られてしまう、コロナと７月豪雨の影

響でそうなってしまったという特別な年だっ

たということは御理解いただいた上で――確

かに、坂田委員、前田委員がおっしゃるよう

に、子供たちのためには、一日も早く執行は

していくべきだと思っています。 

 ここの表記について、確かに課ごとにちょ

っと表記のぶれがありますので、今後はしっ

かりとした分かりやすい表記に改めるよう

に、私たちでチェックしていきます。大変申

し訳ございませんでした。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 せっかく野尾理事がお答え

いただいたので。 

 私が言うのは、2,600万の予算があって、

2,600万が丸々繰越しなので、いつの予算計

上なんですかというやり取りなんですよね。

今おっしゃったような背景を最初の総括の中

でもちょっとおっしゃっていただければ、こ

れはそこに当てはまるのかなという想像もつ

く、あえてそのように要望もさせていただき

ます。 

 委員長、もう１点いいですか。 

 

○吉田孝平委員長 はい。 

 

○前田憲秀委員 すみません、これも坂田委

員がおっしゃったところで、11ページ、13ペ

ージの教育端末の導入ですけれども、これ

は、メーカーは一緒なんですか、大きく２つ

に分けられているんですけれども、端末のメ

ーカーは。 

 

○井藤教育政策課長 ２つ、一応それぞれに

入札を行っておりますけれども、入札の条件

として、基本的なＯＳとしてグーグルクロー

ムを導入することにしておりますので、一応

グーグルクロームのソフトつきの端末という

ことで入札を実施しております。いずれも、

ですから、入れるＯＳ自体には変更はないと

いうことでございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 これを見ると、納入は今年の12月末、そし

て、６月の議会で今回承認をするということ

ですけれども、パソコン、端末機器というの

は、年間に数回ほど新しくバージョンアップ

するという認識なんですけれども、ここは、

最新鋭のという認識でいいんですか、今の時

点という感じなんですか、そこのニュアンス

は。 

 

○井藤教育政策課長 今回の端末の導入につ

きましては、購入という形で導入をさせてい

ただいております。ですので、現時点での一

番最新のものということで御理解いただけれ
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ばというふうに思っております。 

 基本的には、これから５年ないし６年は継

続して使っていきたいというふうに考えてお

ります。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 もう１点だけいいでしょうか。すみませ

ん。 

 14、15ページの専決処分、育英資金の件で

すけれども、毎回これはお尋ねをしますけれ

ども、裁判に訴えの提起をするまでには、ル

ールにのっとってきちんと催促状の発送をし

てのことですよね。そこは変わってないんで

すよね。 

 

○重岡高校教育課長 前田委員御指摘のとお

り、そこは変わっておりません。より丁寧に

対応しております。 

 

○前田憲秀委員 私も、個別に以前は相談を

受けたこともありますけれども、やっぱり聞

いてみると、一切県からの通知を無視してた

りとか、様々な対応があるんですよね。きち

んと送っていただいているのも、本人がそれ

をきちんと確認できているのか、見れている

のかも、大変だと思うんですけれども、そこ

も注意をして行っていただければなというふ

うに思っております。これは、きちんと、次

の財源としても大事な部分ですので、しっか

りとルールにのっとってやっていただければ

なと思います。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩田智子委員 ４ページなんですけれど

も、学校人事課です。 

 教育費のことで、それぞれの中学校、高

校、特別支援学校の教職員旅費や感染症対策

経費等について、修学旅行の延期や国の交付

決定時期等により、年度内の執行が困難にな

ったためという繰越額があるんですけれど

も、もう少し詳しく説明をしていただけませ

んか。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 今回、全体で１億9,000万の繰越しをして

おります。それは、大きく、委員おっしゃっ

たとおり、修学旅行の関係の繰越し、それと

２月補正、先ほども出ましたけれども、国の

ほうの経済対策によって２月補正で確保され

たコロナ関係の対策費、この２つに分かれて

おります。 

 １億9,000万のうち、コロナ対策が約１億

5,000万円でございます。これは、もうほぼ

全額繰越しでございます。２月についたの

で、そのまま繰り越したと。残り4,000万が

修学旅行の延期に伴うものでございます。 

 この内訳としましては、中学校が、県立中

２校含めまして37校繰越しをしております。

高校が24校、特別支援学校が９校ということ

で、全体で70校分の――今回予算計上してい

ますのは、教職員の部分の修学旅行の繰越し

で、約4,000万ということでございます。 

 以上でございます。 

 

○岩田智子委員 ありがとうございました。 

 じゃあ修学旅行のものがほとんどですね。 

 

○磯谷学校人事課長 4,000万は。 

 

○岩田智子委員 4,000万はですね。じゃあ

１億5,000万円は、コロナ対策費ですよね。

じゃあその中に、ＳＳＳ――スクールサポー

トスタッフか、そういうものは含まれている

んですかね。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課でございま

す。 
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 スクールサポートスタッフは、また別の予

算組みをしておりまして、別の予算で150名

を超える方を今任用しております。 

 今回は、コロナ対策分ということで、例え

ば、消毒液であったりとか、非接触型の体温

計であったりとか、サーキュレーター、サー

モグラフィーとかそういったこと、あるいは

ＳＩＭ関係、在宅での通信環境を確保するた

めのＳＩＭの予算とか、そういうのに使える

ものとして繰り越しております。 

 以上でございます。 

 

○岩田智子委員 よく分かりました。 

 次、いいでしょうか。 

 

○吉田孝平委員長 はい。 

 

○岩田智子委員 育英資金のことなんですけ

れども、とても丁寧に対応してくださってい

るのは分かるのですが、１つ聞きたいのが、

コロナ禍になって、やっぱり滞納とか、困っ

ていらっしゃるようなのが増えているのかど

うか、変わらないのか、そういうところを教

えていただきたいんです。 

 

○重岡高校教育課長 岩田委員御指摘の点で

ございますが、コロナ禍の状況で、やはり若

干返還猶予を希望される方の数は、少し微増

しているのかなという形で把握しておりま

す。 

 そこは、丁寧に、返済者に寄り添いなが

ら、事情をしっかりと聞きながら対応してい

るところでございます。 

 

○岩田智子委員 今日の報告の件でも、何か

とても丁寧に、分割をしていくようなことで

されているので、本当に寄り添うというか、

そういうところが見えてすごくうれしく思い

ました。 

 もう１つ、いいですかね。 

○吉田孝平委員長 はい。 

 

○岩田智子委員 家庭教育支援条例の中身

で、いろんな取組がされていて、先ほどもオ

ンラインでやるとかホームページを見てもら

うとか、いろいろありましたけれども、全体

的に小学校、中学校、高校の子供たちがいる

ような御家庭でのオンラインシステムがどう

なのか、ちゃんとそういうものがあるのかな

いのかというようなことは、県の教育委員会

では調べたりはしていませんか。 

 

○須惠社会教育課長 ただいま委員御指摘の

とおり、全ての小中学校の御家庭にそういう

環境が整っているかというと、そうではござ

いません。 

 ですので、私どものほうでは、どれくらい

の家庭で整備が進んでいるのかというのはち

ょっと分からないのですが、ただ、オンライ

ン、例えば保育園、幼稚園さんとかいうとこ

ろで、少人数でオンラインによる講座の実施

とか、そういったものは、今何件かできてい

ますけれども、小学校単位でとか中学校単位

で一斉に、例えば、私どもがやっております

親の学び講座等をオンラインでやるというの

は、なかなか厳しい状況であります。できる

ところから今やっているところでございま

す。 

 ただ、動画配信、つまりオンデマンド講座

につきましては、いろんな講座でやっており

ますので、昨年度から、そういうオンデマン

ド講座あたりが増えてきているのが実情でご

ざいます。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 先ほど、家庭にオンラインの環境があるか

というような御指摘でございましたけれど

も、一応管内の全市町村において、小中学校

の御家庭にＷｉ－Ｆｉ環境が整っているかど
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うかというふうな調査については、もう既に

行っております。その上で、学校と家庭をつ

なぐそういった環境で、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ

環境がないところについては、Ｗｉ－Ｆｉを

貸し出したりとか、あるいは学校に来てもら

って対応するとか、そういったことも、各市

町村ごとに、対応方針についても決めている

と、そういった状況はございます。 

 一応補足でございました。 

 

○岩田智子委員 やっぱりこれからもいろい

ろ増えてくると思います、そういう学ぶ機会

のやつとかですね。ユーチューブとか、やっ

ぱりよく見ますし、ここに今県警いらっしゃ

いませんけれども、県警のユーチューブとか

も、すごくやっぱりよくできているんですよ

ね、見れば。でも、見ている回数とかを見る

と、すごく少ないので、やっぱり啓発という

か宣伝というか、そういうのも力を入れてい

ってほしいなというふうに思っています。よ

ろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○髙木健次委員 ３ページなんですけれど

も、教育指導費。 

 先ほどの岩田委員のほうからの質問にも関

連するんですけれども、県立学校においての

修学旅行の支援といいますか、コロナの状況

で、どうしても子供たちが学校生活で一番の

思い出になるという修学旅行が取りやめにな

るとか延期とか、まあ延期の場合は、ここに

支援策を書いてありますから、大変ありがた

いというふうに思っておりますけれども、た

だ、やっぱりコロナ禍がこれからどういうふ

うになっていくのか、非常に不透明なところ

もありますけれども、学校関係で、修学旅行

の中止とか延期とか、そういうある程度の状

況というのは、今の時点で分かりますか。 

 

○重岡高校教育課長 髙木委員の御指摘の点

でございますが、まず、昨年度、令和２年度

でございますが、国内の修学旅行、４校実施

をしております。延期が24校ございます。中

止が22校でございます。令和３年度、現在の

状況では、全て実施の方向で今学校は準備を

進めております。延期になった分を含めてで

すね。 

 本課としましても、委員御指摘のように、

やはり修学旅行につきましては、生徒たちの

思い、そして保護者の意向等を踏まえて、可

能な限り各学校がしっかりと実施ができるよ

う助言等はしているところでございます。 

 

○髙木健次委員 延期、中止が24とか22と

か、大分大きな学校の数字が出ていますけれ

ども、なるだけやっぱり、ただ、こればっか

りはコロナの感染状況によるものだから、な

かなか予測というのはつかないかもしれませ

んけれども、県のほうからも、ある程度の状

況を見ながら、できるだけ子供たちの思い出

をつくるためにも、やっぱりこういう支援策

を持って取り組んでいっていただきたいとい

うふうに思います。 

 委員長、以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○田代国広委員 ２ページの矢部高校のトラ

クターの練習場、このトラクターの練習とい

うのは、免許を取るためにするわけですか。 

 

○東施設課長 施設課でございます。 

 農業の担い手を育成する上では、やはりト

ラクターの操作というところを、そういうス

キルを高めていくということが望まれるわけ

ですが、そういう免許を取ることができる環

境を与えるということでございます。そこで

免許が取れるということではなく、免許を取
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るための実技の練習をする、そういう環境の

整備というところでのトラクター練習場の整

備でございます。 

 

○田代国広委員 トラクターというと、当然

農業ですよね。今農家の後継者が極めて少な

くなっておるわけですが、そういった農家の

後継者がたくさんおるということでしょう

か。 

 

○東施設課長 確かに、生徒数というところ

を見ますと、以前に比べれば少なくなってま

いっておりますので、今回の練習場の整備面

積といたしましては、従前の面積の３分の１

程度に縮小して整備することといたしており

ます。 

 ただ、そういう後継者を育成するというこ

とは非常に重要なことでありますので、また

学校にとりましても、学校の魅力化というと

ころを考えたときにも、そういう、先ほど申

しましたが、スキルを高める環境があるとい

うところを前面に出して、その教育環境の充

実を図っていくところでございます。 

 

○田代国広委員 何名ぐらいの方が練習され

ていますか。 

 

○東施設課長 現在、矢部高校、生徒数が

130名程度でございまして、そのうち半数程

度が普通科でございます。残りの半分の生徒

さんたちが、実習でトラクター等の操作を行

っております。 

 

○田代国広委員 それから、別件でいいです

か。 

 事故繰越が出ておるようですけれども。や

っぱり事故繰越は極めて避けなきゃならない

ことだと思うんですよね。やっぱりよくよく

のことがあって事故繰越が出たと思うんです

けれども、今回の２つの事故繰越の要因です

ね。と同時に、今回、多くの繰越明許が出さ

れておりますが、来年度に向けて、事故繰越

が出ないようにしっかりと対応していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 まず、９ページ上段のＩＣＴ環境整備に係

る事故繰りの関係でございますけれども、こ

ちらは、新型コロナウイルス感染症の影響と

いうことを書いておりますが、それ以前の別

の要因というのも大きくございます。 

 まず、これが、令和元年度の２月補正で国

の経済対策を活用して行っている事業でござ

います。２月補正で計上して、実際、国庫補

助の申請を行ったのですが、国の内示が54％

と非常に低い内示率で、もともとは、令和元

年度から令和２年度にかけて、事業そのもの

が本当にできるんだろうかというような状況

がございました。ただ、そういう中でも、そ

の設計の中で、コストの削減とか事業の効率

化とか、そういったことをしっかり考えてい

こうということで、設計にかなりの時間を要

したというのが、その前提として、要因がご

ざいました。 

 その後、実際に工事に着手できたのが１月

で、１月以降に、御承知のとおり、県の独自

の緊急事態宣言が１月14日から２月18日まで

という中で、なかなかその作業員が十分に、

当初のスケジュールどおり確保できなかった

というところがございまして、結果として、

一部しか工事ができなかったというような状

況でございます。 

 基本的には、新型コロナの影響も大きかっ

たのと国の内示率が低かったということと、

２つの要因があったんですけれども、これか

らはしっかりと国のほうとも、その辺のスケ

ジュール感とか、こういった事故繰りが起き

ないようなそういった体制をしっかり組める

ように、我々としても、申請の時期とかタイ
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ミングとか、その辺りも国ともしっかり協議

しながら進めていきたいというふうに思って

おります。 

 

○田代国広委員 しっかりと努力はしておら

れるのは分かりますから、また今後もしっか

りと、事故繰越だけはできるだけやっぱり避

けるように、頑張っていただきたいと思いま

す。 

 もう１点、いいですか。 

 先般の一般質問で、菊池高校の商業科の婚

活パーティーを御紹介したんですけれども、

この予算はどこから出ているんですかね。 

 

○重岡高校教育課長 田代委員御指摘の菊池

高校の商業科の取組は、学校裁量予算で、学

校が県からいろんな教育活動で令達をいただ

いているその予算の範囲内で、課題研究の一

環で取り組んだものと理解しております。 

 

○田代国広委員 この婚活パーティーの発足

の意味が、いわゆる少子化対策で、結婚しな

い人が多いというようなことに危機を感じら

れまして、高校の方々が、じゃあひとつ婚活

パーティーをやって結婚する人を増やそうと

いうような、極めて新しい取組であると同時

に、貴重な取組だというふうに私は思ってお

るんですよ。 

 したがって、そういった意識の変化によっ

てこの婚活パーティーに彼女たちは取り組む

わけでございますから、そういった意識の変

化がずっと広がることによって、大きな財源

を使わずに少子化対策の一翼を担うわけでご

ざいますから、ぜひ今回のこの婚活パーティ

ーを成功させていただいて、県下のそういっ

た高校あたりでこういったものが広がること

を私は期待しておるんですけれども、この婚

活パーティーに対する教育長の考えはどうで

すか。 

 

○古閑教育長 田代先生には、本会議の場で

御質問いただきまして、我々、少子化対策

は、教育の現場においても喫緊の課題だとい

う認識の下で、様々な授業の中で取組を進め

ております。 

 今菊池高校の例を取っていただきましたけ

れども、ほかの高校でも、いろんな、いわゆ

る少子化に向けて、また地域の過疎化に向け

て、それぞれ課題認識を持って子供たちがし

っかり地域の取組としてやっているところで

ございます。 

 婚活パーティーに限らず、こういういい事

例は、ぜひほかの高校でも広げていきたいと

いうふうに考えておりますので、事例の紹介

等を通じてほかの学校にも広げていけるよう

に、しっかりと取り組んでいきたいというふ

うに考えております。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩本浩治委員 田代委員の質問と関連する

んですが、県立高等学校の施設整備の中で、

矢部高校のトラクターと、練習場ということ

になっておりますが、やはり県立農業高校あ

たりは、こういう部分がやっぱり必要になっ

てくるわけですね。 

 これには、私、初めて分かったのですが、

今後、こういうトラクターの練習場整備と

か、家庭の農業を継ぐときには、車の免許

は、軽トラの免許を取ったりしなきゃならな

い。こういうのを今後ずっと農業高校につい

ては整備をされていくのかどうか、ちょっと

お聞きしたいなと思います。 

 

○重岡高校教育課長 岩本委員御指摘の、ま

ず矢部高校のトラクターのこの練習代替場整

備でございますが、もともと矢部高校を含め

農業高校には、水田の近くにいわゆるトラク

ターを入れるような、そういう圃場といいま

すか、場所があるのは事実でございます。今
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回、学校から聞いておりますのは、九州横断

自動車道路の整備に伴う延岡線の整備に伴っ

て、そのインターといいますか、何か町のほ

うで整備をされるところがちょうどこの矢部

高校のこういった部分に重なるということ

で、今回、代替地の整備というふうな形で聞

いております。 

 ですので、現在、農業高校等で、自営農家

の育成に向けて、そういった水田実習、そう

いったものでのトラクター利用の指導はして

おりますが、今ある以上のこういう圃場の整

備というのは、現時点では必要ないのではな

いかというふうに本課としては認識しており

ます。 

 以上でございます。 

 

○岩本浩治委員 分かりました。 

 やはり農業高校の特性、そして、農業をつ

くっていくには、そこに何らかの部分がなけ

れば、卒業してから公道を走るためにトラク

ターの大型免許を取る、これはどこもいっぱ

いなんですね。ですから、今家の農業を継ご

うと思っても、軽トラの運転もできないと。

やはりそこには、ちょうど私何かで質問した

と思うんですが、就職しなければできない

と。そのときは、もうみんな自動車学校はい

っぱいになってしまう。ですから、こういう

部分で、まあ昔で言う一発試験ででも取れる

ような状況の整備をしていただければと思う

んですね。 

 やはり卒業して農業に就いても、１～２か

月何もできないというのが状況なんですね。

そこで無免許運転が発生したりするわけです

から、ぜひ、農業高校においては、何らかの

裁量をしていただければと思います。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員長 要望でよろしいですか。 

 

○岩本浩治委員 はい。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○吉田孝平委員長 なければ、これで教育委

員会に係る質疑を終了します。 

 それでは、説明員の入替えのため、ここで

５分間休憩いたします。 

  午前11時27分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時29分開議 

○吉田孝平委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れました議案第１号、第10号、第11号及び第

18号について、一括して採決したいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○吉田孝平委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外３件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○吉田孝平委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外３件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることにし

てよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○吉田孝平委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 今回、執行部からの報告はありません。 

 最後に、その他に入りますが、本日は出席

職員を限定しているので、この場で回答でき

ない場合については、後日回答させていただ
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きますので、御理解と御協力をお願いいたし

ます。 

 委員の皆様から何かございませんか。 

 

○前田憲秀委員 ６月８日に学校人事課さん

からファクスを頂いた教職員採用選考の志願

状況についてちょっとお尋ねをしたいんです

が、全体的に前年を下回って、募集人員が少

ないところはある程度倍率は高いんですけれ

ども、特に小学校教諭等というのが、第１志

望者のみの数字で1.4倍と。私個人的には、

非常にこれは厳しい数字じゃないかと思うん

ですけれども、学校人事課さんとしてはどう

捉えているか、ちょっとお尋ねしていいでし

ょうか。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 委員御指摘のとおり、特に小学校の倍率と

いうのが、ここ数年低い状況でございます。

これは、全国的な傾向でございまして、特に

九州関係が低いという状況でございます。 

 構造としましては、まず、大量退職が続い

ているということでございます。これは、校

種によって若干差がありますけれども、小学

校、特に中学校、高校に比べて小学校が多い

という状況でございます。これに伴いまし

て、大量採用をしないといけないという状況

で、大量採用によりまして、臨採で活躍をい

ただいている方がかなりの部分合格をしてい

っているということでございます。それが大

きく倍率が下がっている要因かなと思ってお

ります。 

 一方で、大学生、教育学部の生徒の方々が

受験を極端に控えているかといいますと、そ

こを確認しましたら、そうではないという状

況で、一定数は受験をいただいていると。熊

本市にするのか、県にするのかというのはご

ざいますけれども、一定数は志願していただ

いているという状況でございます。 

 今言ったような要因でかなり厳しい状況が

続いていますけれども、大量退職について

も、ある程度の時期というのがございますの

で、あと数年辛抱かなというふうに感じてお

ります。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 大学の進学状況もお尋ねしようと思ったん

ですけれども、今お答えをいただいたので少

しは安心したんですけれども、やはり何らか

の手だては打たないといけないのかなと。も

ちろん、いろいろ検討されているところなん

でしょうけれども、例えば、社会に出た社会

人の中途採用みたいなのも、小学校はあった

んだったですかね。そこら辺もちょっと、簡

単でいいです。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 社会人の選考採用、特別選考というのは、

以前から実施をしております。特に、令和４

年度、来年度に向けて、今回実施する試験に

おいては、その辺の見直しも実はしておりま

す。受考資格の見直しということで、今まで

は、社会人で、教育関係以外の活躍をした方

に受験していただくと。そういう方に少し試

験の緩和というのをしていたんですけれど

も、例えば県外あたりの私立学校の先生であ

ったりとか、それ以外の教育関係者というの

も含めて対象にすると。 

 実際、数字、まだ精査はできていませんけ

れども、県外の教育関係者からの受験という

のも、その分確認ができているところでござ

います。委員御指摘のような取組、方向性と

しては、我々も非常に大事だと思っておりま

すので、しっかり今後も他県の状況等も見な

がら進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。 
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○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 今は、ありがたいのか、行き過ぎなのか、

情報が物すごく氾濫していて、我々からすれ

ば、こういった情報があればありがたいとい

う情報が分かるので、ありがたみを感じるん

ですけれども、やはり中学生、小学生、低学

年が同じ情報を受けたときに、それが正しい

情報なのかそうじゃないのかというのは、や

っぱり分からない状況なのかなと思います。 

 我々の頃は、学校の先生に憧れる人という

のはある一定数おりましたし、ここにもプロ

の先生方もいらっしゃると思うんですけれど

も、現場は本当大変だと思うんですけれど

も、憧れのいわゆる就職先、今日はもう県警

のほうはちょっとデータなかったので特に触

れませんけれども、特にそういうふうになっ

ていけるように、応援できるものがあれば我

々もしっかり応援したいと思いますので、取

組、しっかり頑張っていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩本浩治委員 ２点お聞きしたいのです

が、まず、先ほど前田委員から出ました飲酒

運転のときの取締りのマスクを下げたりとい

うこと、それで、前回の、あれは一般質問で

すか、誰かされた、東京に行く警察官につい

ては東京でできると。ただ、それではいけな

いんじゃないかと思うんです。やはり県民の

安全を守っていただいている警察職員さんで

すから、できないんだろうかと、全部、ワク

チンを。時々、警察署の職員さん、出ますけ

れども、やはり不特定多数の県民と、まあ管

轄がありますが、そういう中で接触している

わけですから、警察職員の方の早めのワクチ

ン接種ができるようにしていいのではないか

というふうに思っております。 

 学校の職員も一緒ですね。教職員も、家族

がもらって子供がかかると、そうしたら、今

度は学校の先生にうつったりすると。そし

て、濃厚接触というのは、どっからどこまで

か分からなくなってきたんですね。そういう

部分では、教職員も早めにやっぱりワクチン

が必要じゃないかと。医療、介護、福祉の分

はもう終わってしまったんです。ただ、一番

大事な警察職員とか学校教職員ができないと

いうのはおかしいのではないかなと思ってお

ります。それが１点。 

 もう１点は、全国的に点滅信号を外してい

くということで、電気代がかかるとかいろい

ろあるみたいですが、それはそれで仕方ない

と思うんですけれども、熊本県内にどのくら

いの点滅があって、何年間ぐらいで点滅信号

を取り除いていくのか、ちょっとそういうの

をお聞きできればと思います。 

 

○植田警務部長 まず、警察職員のワクチン

接種の関係で、私からお答えさせていただき

ます。 

 現在、熊本市のほうで７月以降に開設を予

定されております職域共同接種会場におきま

して、警察職員の接種枠が確保される見込み

となっておりますので、これを利用して警察

職員のワクチン接種を進めてまいりたいと考

えております。 

 また、今月の14日に知事のほうから記者会

見で表明がありましたけれども、８月にこち

ら県のほうで設置予定の県民広域接種センタ

ーの団体枠、予約枠におきまして、警察官の

優先接種枠、こちらも設けていただける予定

というふうに聞いておりますので、こちらも

併せて活用してまいりたいというふうに考え

ております。 

 こういったことを活用して、県警察として

は、早期に職員の接種ができるよう努力して

まいりたいというふうに考えております。 

 

○平木交通部長 一灯式信号機に関して報告
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をいたします。 

 令和２年度末で、県内に信号機全体が

2,848基ございまして、うち112基が一灯式の

信号というふうになっております。 

 廃止に関してでございますけれども、信号

機全体では、平成28年から令和２年までの５

年間で63基を廃止しているところでございま

す。うち一灯式は、そのうち45基というふう

になっています。 

 耐用年数につきましては、資料がちょっと

ございませんけれども、必要性等を総合的に

いろいろ判断をしまして、廃止すべきは廃止

するというようなところで、今作業を進めて

いるというようなところでございます。 

 以上です。 

 

○磯谷学校人事課長 学校人事課です。 

 教職員のコロナのワクチン優先接種につい

てですけれども、全体的な動き、先ほど警察

のほうで広域接種センターの話も出ましたけ

れども、そういった動きを見ながら適切に対

応をしていきたいなというふうに思っており

ます。 

 現時点で具体的なものというのはございま

せんけれども、そこは全体の動きを見ながら

適切に対応してまいりたいなと思っておりま

す。 

 

○岩本浩治委員 点滅信号の件は分かったの

ですが、警察職員のコロナワクチンも分かっ

たのですが、学校の場合は、県立高校、中学

は方向性が出せるんじゃないかと思うんです

ね。小中学校の場合は、市町村となれば、や

はり市町村の小中学校は遅れていくんじゃな

いかと、そういう心配があるんですが、やは

り統一はできないのかなと、いつからやりま

すよとかいうのは。それは、はっきり……ど

うしてできないのか。 

 

○磯谷学校人事課長 すみません、はっきり

した回答が難しいんですけれども、全体的な

検討は進んでいるというふうには聞いており

ますので、その状況を見ながらということ

で、具体的な原因というか、そういうのは個

別にちょっと……。 

 

○吉田孝平委員長 後ほど個別に。 

 

○古閑教育長 先ほど警察のほうからお話が

ありましたけれども、今回補正予算で認めて

いただきました県のほうの広域接種センタ

ー、そちらでは教職員の優先接種をしていた

だくということでお話を伺っておりますの

で、まずはその広域接種センターの活用をし

ながら、できるだけ速やかに教職員のワクチ

ン接種に向けて取組を進めていきたいという

ふうに考えております。 

 

○岩本浩治委員 分かりました。 

 

○井藤教育政策課長 教育政策課でございま

す。ちょっと補足でございます。 

 中学校、高校の部分ですが、一応６月22日

付で文部科学省と厚生労働省のほうから通知

が出ておりまして、子供の集団接種、学校で

の集団接種については、やはり現時点では推

奨できないというような話がございまして、

理由としては、保護者への説明の機会が乏し

くなるとか、あるいは接種への同調圧力を生

み出しがちだとか、あるいは接種後の体調不

良に対するきめ細かな対応が難しいと、そう

いったことで現時点で推奨するものではない

ということなのですが、個別接種について

は、基本的に市町村のほうで適切に対応して

いくということが望ましいということで、我

々も、学校での集団接種というのは、特に現

時点ではまだ考えておりませんけれども、市

町村に対しては、そういった個別接種につい

て、適切に対応していただくようにというこ

とで、働きかけといいますか、話のほうはし
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ているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩田智子委員 教員不足という問題で、今

年度、今の時点で定数に何人ぐらい満たして

ないのか。これは、熊本県だけの問題じゃな

いと思うんですが、分かれば教えてくださ

い。 

 それと、続けて、すみません。熊本大学の

教育学部が、熊本県の子供たちを入学させる

というような何か取組をされるというのがニ

ュースで出ていたのですが、あれは、ここの

県教委は関わっているのかどうかというのを

お聞きしたい。 

 もう一つは、免許更新がありますね。先生

になったら、10年ごとに免許更新、自腹でや

らなきゃいけないんですけれども、その件に

ついて、新聞で、全都道府県に調査があっ

て、必要ない――ちょっと項目忘れましたけ

れども、回答されていると思うんですが、熊

本県はどういう回答されたのか、分かれば教

えてください。 

 以上、３点です。 

 

○磯谷学校人事課長 まず、熊大の優先枠の

話ですけれども、これについては、熊大のほ

うでいろいろ検討を進めてきたということで

ございます。我々のほうにも、いろいろ情報

交換というか、そういう形でやり取りはあっ

ていますし、いい方向で進んでいるのかなと

いうふうに思っております。 

 熊本県下、どの地域でも、教員として働く

意欲を持った先生方に、ぜひ、数年後になる

と思いますけれども、受験をしていただきた

いなというふうに思っております。 

 あと、欠員の状況でございますけれども、

例えば、小学校、未補充の状況でございます

けれども、今現在で、小学校が30名ぐらいと

いうことで、中学はちょっと多くて40名ぐら

い、全体で70名ぐらいということでございま

す。高校については、それほどないというこ

とですけれども、特殊学校のほうで、今ちょ

っと厳しい状況がありまして、少し人数が上

がっているという状況でございます。 

 最後に、免許更新制の話でございます。 

 これは、全国的な動きで、文科省のほうが

力を入れるというふうに聞いております。う

ちのほうでは、いろいろ課題がありますの

で、そこはぜひ議論をしていただきたいとい

う方向での回答をさせていただいておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○岩田智子委員 学生のインターンを受け入

れることがあって、私、元学校の先生だった

ので、先生になりたいから岩田さんのところ

に来ましたという学生がたくさんいるんです

よね。だから、先生になりたいなという子供

たちもやっぱりちゃんといるので、いい仕事

だよというふうに私も宣伝をしているんです

けれども、教員を取り巻くいろんな情報で、

免許のことについても、免許を失効したら大

変なことになるし、でも、免許失効した人は

大変なんだけど、免許を持ってない人には、

臨時免許を与えて何か教えられるようなこと

ができたり、何かちょっと矛盾がいろいろあ

るなと思ったり、あと、教員の補充が足りな

かったりして先生たちが忙しい状況があると

いう現実もあるので、本当にみんなで協力し

て、どうにか教育の現場で、健やかな子供た

ちとか、先生たちも働きやすい職場というの

をどうにか工夫してやっていきたいなと思っ

ているので、情報とかはいろいろ共有しなが

らお願いしたいなと思っています。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 最近、県内の道路を通って

よく気になるのは、白線ですよね。交差点を
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含めて、今日もちょっと水道町の交差点、上

通の入り口のところを通ってきたんですけれ

ども、あそこは３車線ぐらいあるんですか

ね。自分の車線がどこか分からないですよ

ね。非常にあれは、やっぱり交通量の多いと

ころ、都市部は、やっぱりきちんとその辺は

白線を、これが自分の車線だというのが分か

るぐらいの消え方だったらいいんですけれど

も、ほとんど、今日通ってきて、あれ、どこ

を走っているのかなというぐらいの、そうい

う白線が消えているんですよね。 

 これは、いろいろな部局との関係もあるで

しょうから、関係部局とその辺しっかり、平

木部長、連携をされて、できるだけ、まあ予

算の問題とか、いろいろな業者がなかなかす

いてないとか、その辺の事情もあるかも分か

りませんけれども、やっぱり要所要所、交通

量の少ないところはよっぽどいいんですけれ

ども、どこの車線を走っていいのか分からな

いような状況のところがたくさんありますの

で、ちょっとこの辺はしっかり対応していた

だけるならばというふうに思います。 

 

○平木交通部長 委員のおっしゃるとおり、

道路の白線というか、外側線等が消えかかっ

ている、もしくは消えているというような状

況も、多数やっぱり見受けられる状況にござ

います。 

 おっしゃるとおり、道路管理者等に対して

の連絡、協議会的なものを設置しまして、各

警察署、また、本部単位でその優先順位を選

定いたしまして、予算措置を取った上でやっ

てもらうように、そういうような対策を今取

っているところでございます。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員長 ほかにございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○吉田孝平委員長 以上で本日の議題は全て

終了いたしました。 

 最後に、陳情、要望書が３件提出されてお

ります。参考として、お手元に写しを配付し

ております。 

 それでは、これをもちまして第３回教育警

察常任委員会を閉会いたします。 

  午前11時50分閉会 
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